


イオン輸送のための高分子膜が担う燃料電池の未来

光を使って水素をつくる粉

電子が関わる化学技術とカーボンニュートラル

コンピュータで知る金属結晶の世界

特殊性質をもつ様々な磁石の創製と電子機器への応用
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エネルギーを貯蔵するリチウムイオン電池の材料合成
リチウムイオン電池はモバイル機器の多くに搭載されており、我々の生活
を豊かにする情報化社会の実現に貢献しています。また、2050年のカーボ
ンニュートラル実現に向けて、さらなる発展が望まれています。本講義で
はリチウムイオン電池の仕組や課題、今後の展望について紹介します。

脱炭素化に向けた水素社会の実現には、燃料電池の発展と普及が不可欠で
す。燃料電池自動車には高分子のイオン輸送膜を使った燃料電池が用いら
れますが、未だ多くの課題を抱えています。本講義では、燃料電池普及の
鍵となるイオン輸送膜の課題と解決へのアプローチについて紹介します。

再生可能資源を利用して燃料をつくるプロセスの一つとして、太陽光エネ
ルギーと粉体形状の光触媒を利用した水からの水素製造が注目されていま
す。本講義では、その仕組みや効率よく水素を製造するための戦略につい
て学びます。

カーボンニュートラルを目指す上で、エネルギー活用の形は一つではあり
ません。社会的な背景から始め、水の電気分解や蓄電池、燃料電池といっ
た電子（電気）が関与する化学の技術を紹介し、広い視点でカーボンニュー
トラルの在り方を説明します。

金属材料の歴史は古くその表面光沢は、私たちを魅了します。では、金属
内部に広がるミクロの世界をご存じですか？金属内部は細胞のような多数
の結晶でできています。これを組織といい、その組織をコントロールする
ことで金属材料は飛躍的に発展してきました。本講義では、最新の計算材
料科学を使った金属材料組織の世界を紹介します。

磁石が発見されて2500年以上、近年の強力磁石の開発は目覚ましいです
が、一方で様々な性質を有する磁石も近年創られています。本講義では、
それらの磁石と、それらを用いて実現してきた電子機器、そしてこれか
ら実現されそうな次世代電子機器について概説します。


